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ドキドキ　わくわく　晴れの舞台
9 月16日、市内15の小学校で運動会が予

定通り行われました。今年は秋雨前線が活

発で、十分な練習時間が取れなかったので

は…。そんな心配もなんのその。子供たち

は一生懸命になって運動会を楽しみ、保護

者も子供たちの成長に笑顔いっぱいでし

た。

写真は仏子小学校運動会のひとこま。時

折、暑い日差しも見せる中で「元気いっぱ

い　ぶしっこパワーで　もり上がろう」を

テーマに、校庭には元気な歓声が響き渡っ

ていました。
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入
間
市
は
、
30
年
以
上
も
前
か
ら
ご
み
収

集
業
務
を
民
間
委
託
す
る
な
ど
、
他
市
に
先

駆
け
て
行
政
改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
、
歳

出
の
削
減
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
昭
和
60
年

に
は
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
平
成
8
年

度
と
14
年
度
に
は
そ
の
見
直
し
を
行
い
、
業

務
委
託
等
に
よ
る
経
費
の
節
減
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。
特
に
平
成
14
年
度
以
降
は
一
般
行

政
職
員
の
新
規
採
用
を
控
え
る
こ
と
で
職
員

数
の
削
減
に
も
努
め
て
き
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
変
厳
し
く
、
こ
れ
ま
で
の
慣
例
や
手
法

だ
け
で
は
健
全
な
行
政
運
営
を
行
う
こ
と
が

困
難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事

情
か
ら
平
成
17
年
11
月
に
は
「
入
間
市
行
財

政
緊
急
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
18
年
度

の
緊
急
改
革
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。�

　
市
の
財
政
の
今
後
10
年
間
を
予
測
す
る

と
、
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
単
年
度
で
310
〜

320
億
円
程
度
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
、
歳
出
は
330
〜
340
億
円
程
度
が
見
込
ま

れ
、
毎
年
10
〜
20
億
円
程
度
の
財
政
不
足
が

生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
し
た
が
っ
て
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た

行
政
経
営
体
と
し
て
の
改
革
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。�

（案）�
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明
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（案）�

　現在、平成19年度～28年度を計画期間とする行政改革長期プランを策定する
ため、行政改革推進委員会を設置し、協議しています。ここで、プランの案が
まとまりましたので、案に対する皆さんからの意見を募集します。�
　皆さんからいただいた意見は委員会で協議し、プランを決定します。�

皆さんのご意見をお寄せください�皆さんのご意見をお寄せください�

行
政
改
革
の
必
要
性�
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〈入間市を取り巻く環境〉�

〈入間市の状況〉�
普通地方交付税が不交付に�
→ 歳入の減少（平成12年35.8億円、�
　 17年5.5億円、18年 0円。不交付�
　 団体は、全国1820市町村中169）�

少子高齢化､人口減少へ�
→ 税収の減少､医療費等の増加�
  （少子高齢化が顕著に。推計�

　 では平成23年以降人口減少）�

　「行政改革長期プラン　」の全編は、市役所企画課、市役所１階市政情報コーナー、

各支所・公民館、市公式ホームページでご覧いただけます。�

応募資格　市内に在住、在勤または在学の方、市内に事務所等を有する方�
提出方法　10月20日ª〈必着〉までに所定の用紙（閲覧場所に用意）に記入の上、次の

方法で提出してください。�

①直接、企画課、各支所・公民館の窓口�

②郵送、ファクス、Eメールにより企画課政策担当�

　〒358･8511入間市役所、I2964・1013�

　　ir100300@city.iruma.lg.jp�

※提出された意見に個別回答は行いません。意見の反映に関しては、決定された「行政

改革長期プラン」の公開により回答に代えさせていただきます。�

（案）�
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3

財
政
の
健
全
化
計
画

①
計
画
的
な
財
政
運
営

・
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
や
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
な
ど
の
分
析
に
よ
り
、
経

営
感
覚
の
醸
成
を
図
る
。

・
毎
年
度
財
政
推
計
を
行
い
、
計
画

的
で
堅
実
な
財
政
運
営
を
行
う
。

・
経
常
的
経
費
と
投
資
的
経
費
の
割

合
を
常
に
精
査
す
る
。

・
公
債
依
存
体
質
か
ら
の
脱
却
、
財

政
調
整
基
金
の
充
実
等
を
図
る
。

・
事
務
、
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
可

能
な
限
り
歳
出
縮
減
に
努
め
る
。

②
歳
入
の
確
保

・
課
税
の
適
正
化
、
収
納
率
向
上
特

別
対
策
の
継
続
な
ど
に
よ
る
諸
税

等
の
徴
収
率
の
向
上
を
図
る
。

・
企
業
誘
致
の
強
化
、
売
却
を
含
め

た
市
有
財
産
の
有
効
活
用
な
ど
を

図
る
。

・
サ
ー
ビ
ス
コ
ス
ト
の
縮
減
に
努
め

た
上
で
、
使
用
料
、
手
数
料
な
ど

の
受
益
者
負
担
の
適
正
化
お
よ
び

そ
の
減
免
の
見
直
し
を
実
施
す

る
。

③
公
営
企
業
の
健
全
な
運
営
確
保

・
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
設
備
の
改

修
時
期
や
県
水
単
価
等
を
見
極
め

長
期
的
な
経
営
プ
ラ
ン
の
策
定
に

よ
り
健
全
な
運
営
を
確
保
す
る
。

外
郭
団
体
等
の
改
革

・
市
が
出
資
ま
た
は
、
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
外
郭
団
体
等
に
つ
い

て
、
自
主
財
源
の
精
査
を
行
う
な

ど
本
プ
ラ
ン
と
同
様
な
改
革
を
求

め
、
自
立
化
を
推
進
す
る
。

民
間
委
託
の
推
進

・
全
公
共
施
設
に
お
け
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
や
、
提
供
・
執
行

体
制
の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
総
点
検

を
行
う
。

・
効
率
的
な
業
務
執
行
確
保
の
た
め
　

に
、
民
間
委
託
に
係
る
具
体
的
、

総
合
的
な
指
針
や
計
画
を
策
定
す

る
。

・
指
定
管
理
者
制
度
も
含
め
、
委
託

の
効
果
に
つ
い
て
事
前
事
後
の
評

価
に
重
点
を
置
く
。

・
委
託
契
約
に
係
る
透
明
性
の
確

保
、
個
人
情
報
保
護
や
守
秘
義
務

な
ど
に
も
配
慮
す
る
。

公
共
施
設
の
見
直
し

・
稼
働
率
の
低
下
、
あ
る
い
は
役
割

を
終
え
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
統

廃
合
を
含
め
施
設
運
営
の
効
率
化

を
検
討
す
る
。

・
学
校
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
長
期

的
な
少
子
化
傾
向
を
見
極
め
、
維

持
管
理
に
係
る
将
来
計
画
を
策
定

し
て
、
効
率
的
な
維
持
管
理
を
進

め
る
。

・
新
た
な
公
的
施
設
の
需
要
に
対
し

て
は
、
既
存
施
設
や
民
間
施
設
の

活
用
を
積
極
的
に
進
め
、
公
共
施

設
（
道
路
等
を
除
く
）
の
新
設
は

極
力
避
け
る
。

・
ダ
イ
ア
プ
ラ
ン
4
市
（
入
間
市
・

所
沢
市
・
狭
山
市
・
飯
能
市
）
で

行
っ
て
い
る
施
設
の
相
互
利
用
を

積
極
的
に
進
め
る
。

事
務
事
業
の
見
直
し

①
行
政
評
価
の
実
施

・
現
行
の
事
務
事
業
評
価
を
施
策
、

政
策
の
評
価
に
発
展
さ
せ
る
。

・
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
念
頭
に
置

き
、
評
価
の
結
果
を
機
能
的
に
反

映
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

・
国
の
政
策
評
価
や
他
の
地
方
公
共

団
体
の
行
政
評
価
に
か
か
わ
る
成

果
に
も
着
目
し
、
事
前
評
価
を
実
　

施
す
る
。

②
事
務
的
経
費
の
削
減

・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
推
進
と
経

費
節
減
の
観
点
か
ら
、
電
力
、
電

話
、
公
用
車
な
ど
に
係
る
経
常
的

経
費
を
削
減
す
る
。

③
情
報
化
の
推
進

・
庁
内
情
報
の
共
有
化
の
推
進
に
よ

る
事
務
の
効
率
化
を
進
め
る
。

・
増
加
す
る
機
器
の
借
上
げ
や
シ
ス

テ
ム
開
発
に
係
る
「
経
費
適
正
化

計
画
」
を
策
定
す
る
。

位置付け・期間
本プランは、平成19年度から28年度までの

10年間を計画期間とします。このうち、財政

状況や各種制度が不安定な時期を前期、それ

らが安定すると見られる時期を後期と位置付

けます。

前期の実施計画は23年度までの 5 年間と

し、前期目標を設定することによりその具体

的な取り組みを別途策定します。後期 5年間

の実施計画は、前期の進捗とその時点の財政

状況を見極め、後期目標の設定と共に23年度

に策定します。

(案)

改
革
の
具
体
的
項
目

入
間
市
行
政
改
革
長
期
プ
ラ
ン
　
の
概
要

（案）

行政改革長期プランの策定に向けて

基本方針
∏財政の健全化に向けて、「歳入に見合っ
た歳出」を基本に行財政運営を進めま
す。また、受益者負担の適正化等につい
て一定の基準により見直しを進めます。

π組織・人事の見直しとして、社会情勢に
柔軟に対応できる組織編成や人事給与制
度の改革を進めながら職員能力の向上に
努めます。

∫市民自治の推進に向けて、協働を推進す
る諸環境を整えると共に、行政運営の透
明性の向上に努めます。

ª改革を着実に推進するために、一定の基
準により行政サービスや提供体制のあり
方を判断し、あるべき位置付けに向けた
見直しを進めます。

入間市行政改革長期プラン�

後期実施計画 
（平成24年度～28年度） 

前期実施計画 
（平成19年度～23年度） 

1

財
政
の
健
全
化

※
〈
次
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
〉

※ＰＤＣＡサイクル 事業実施の際に、計画（Plan）、実行（Do）、評価（Check）、改善（Action）を継続的に
繰り返し、より効率的で効果的な事業を推進する管理手法。



④
補
助
金
の
適
正
化

・
補
助
金
の
透
明
性
や
適
正
執
行
を

確
保
す
る
た
め
、
交
付
内
容
、
各

団
体
の
事
業
内
容
や
決
算
状
況
を

的
確
に
把
握
す
る
。

・
現
行
方
式
に
よ
る
交
付
は
平
成
20

年
度
ま
で
と
し
、
新
た
な
補
助
制

度
を
21
年
度
か
ら
開
始
す
る
。

・
市
独
自
の
補
助
事
業
に
つ
い
て

は
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

特
別
会
計
の
改
革

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
次
の
方

針
に
基
づ
い
て
運
営
す
る
。

①
区
画
整
理
事
業

・
市
施
行
の
4
事
業
（
武
蔵
藤
沢
駅

周
辺
・
入
間
市
駅
北
口
・
扇
台
・

狭
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業
）
へ

の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
を
改

革
前
期
は
、
年
間
10
億
円
程
度
と

す
る
。

・
4
事
業
へ
の
配
分
は
、
完
了
に
近

い
事
業
を
優
先
し
て
進
め
る
。

・
後
期
に
お
い
て
は
、
財
政
状
況
に

応
じ
た
枠
配
分
に
よ
り
事
業
を
推

進
す
る
。

②
国
民
健
康
保
険
事
業

・
当
面
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出

金
を
市
税
の
5
％
相
当
の
年
間
11

億
円
程
度
と
し
て
自
立
的
運
営
を

促
す
。

・
国
の
医
療
制
度
改
革
に
対
応
し

て
、
増
加
傾
向
に
あ
る
医
療
費
の

抑
制
対
策
を
さ
ら
に
進
め
る
。

③
下
水
道
事
業

・
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
を
年
間

10
億
円
以
下
と
し
て
自
立
的
運
営

を
促
す
。

④
介
護
・
医
療
保
険
事
業

・
法
令
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
負
担
割

合
に
従
い
一
般
会
計
か
ら
繰
出
金

を
拠
出
す
る
。

・
制
度
の
理
念
が
着
実
に
実
現
で
き

る
よ
う
、
各
種
事
業
を
展
開
し
つ

つ
、
国
・
県
の
制
度
改
革
に
対
応

す
る
。

組
織
の
見
直
し

①
組
織
の
見
直
し

・
市
民
の
利
便
性
を
常
に
念
頭
に
置

き
、
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
を
実

現
す
る
。

・
組
織
の
横
断
的
な
連
携
に
よ
り
、

縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
解
消
す

る
。

・
各
種
制
度
改
革
に
柔
軟
に
対
応
す

る
た
め
、
毎
年
見
直
し
を
検
討
す

る
。

②
柔
軟
な
組
織
運
営

・
迅
速
な
意
思
決
定
を
図
る
た
め
、

効
果
的
か
つ
柔
軟
な
組
織
編
成
と

す
る
。

・
計
画
策
定
や
新
た
な
課
題
へ
の
対

応
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行
う
た

め
、
現
行
の
グ
ル
ー
プ
制
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
等
を
積
極
的
に
活
用
す

る
。

・
部
署
を
超
え
た
事
業
展
開
や
事
務

事
業
の
執
行
も
視
野
に
入
れ
る
。

③
審
議
会
の
見
直
し

・
市
民
の
市
政
参
画
へ
の
機
会
の
重

要
性
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
審
議

会
本
来
の
役
割
を
再
度
見
極
め
、

類
似
し
た
審
議
会
の
統
合
を
図

り
、
審
議
会
の
活
性
化
に
向
け
た

見
直
し
を
進
め
る
。

職
員
数
の
削
減

・
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
行
政
改
革

推
進
法
に
基
づ
く
数
値
目
標
に
よ

り
削
減
を
進
め
る
。

・
本
プ
ラ
ン
期
間
中
は
、
毎
年
30
人

前
後
の
定
年
退
職
者
が
予
定
さ
れ

る
た
め
、
新
規
、
再
任
用
、
嘱

託
、
パ
ー
ト
職
員
の
採
用
を
継
続

的
な
行
政
運
営
か
ら
の
視
点
や
ス

リ
ム
化
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮

し
、
人
件
費
を
抑
制
す
る
。

・
技
能
労
務
職
に
つ
い
て
は
、
前
期

期
間
は
退
職
不
補
充
を
基
本
と
す

る
。

・
職
員
数
の
削
減
に
当
た
っ
て
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
直
結
し

な
い
よ
う
、
事
務
事
業
の
見
直
し

や
民
間
委
託
等
と
関
連
し
て
削
減

を
進
め
る
。

給
与
制
度
等
の
適
正
化

・
給
与
構
造
改
革
や
各
種
手
当
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
人
事
院
勧
告
を

基
準
と
し
見
直
し
を
行
い
、
人
件

費
の
適
正
化
を
進
め
る
。

・
勤
務
時
間
等
の
見
直
し
や
、
時
差

出
勤
制
度
等
の
活
用
に
よ
り
職
員

給
与
費
全
体
の
縮
減
を
進
め
る
。

人
事
登
用
の
活
性
化

①
人
事
制
度
の
改
革

・
人
事
院
勧
告
に
よ
る
新
た
な
給
与

制
度
の
導
入
に
際
し
、
人
事
評
価

制
度
を
見
直
す
。

・
職
員
の
任
用
制
度
を
柔
軟
に
し
、

組
織
全
体
の
活
性
化
を
図
る
。

・
職
員
の
勤
労
意
欲
が
十
分
に
働
く

仕
組
み
を
構
築
す
る
。

②
人
材
育
成

・
民
間
企
業
へ
の
派
遣
研
修
、
ダ
イ

ア
プ
ラ
ン
職
員
研
修
な
ど
を
通
じ

て
職
員
の
見
識
を
深
め
る
。

・
職
員
の
政
策
形
成
能
力
の
向
上
を

図
る
。

・
行
財
政
状
況
等
に
関
す
る
情
報
の

共
有
化
を
進
め
る
。

③
新
た
な
任
用
形
態
の
導
入

・
新
た
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

当
た
り
、
そ
の
業
務
執
行
体
制
を

審
査
、
さ
ま
ざ
ま
な
任
用
形
態
を

活
用
し
て
効
率
化
を
進
め
る
。

協
働
の
推
進

・
新
た
な
公
共
的
課
題
に
応
じ
る
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
し
て
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
の
活
躍
に
期
待
し
、
支
援

組
織
を
強
化
す
る
。

・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
と
の
協
働
事
業
の
推
進
に
取

り
組
む
。

行
政
運
営
の
透
明
性
の
向
上

①
情
報
共
有
の
推
進

・
市
民
と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
り
、
本
プ
ラ
ン
の
確
実
な
推
進

を
図
る
た
め
、
改
革
の
推
進
状
況

や
財
政
状
況
を
積
極
的
に
公
開
す

る
。

・
各
分
野
の
個
別
計
画
等
の
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
行
政
手
続
法
に
よ

る
意
見
公
募
手
続
に
準
じ
て
市
民

意
見
聴
取
の
機
会
を
設
定
す
る
。

②
評
価
の
公
開

・
事
務
事
業
評
価
等
は
常
に
市
民
に

公
開
す
る
。

入
間
市
行
政
改
革
長
期
プ
ラ
ン

4

(案)

2

組
織
・
人
事
の
見
直
し

3

市
民
自
治
の
推
進



行
政
改
革
長
期
プ
ラ
ン
の
目
標
を

明
確
に
し
て
分
か
り
や
す
く
す
る
た

め
、
前
期
実
施
計
画
の
終
了
年
と
な

る
平
成
23
年
度
決
算
時
の
改
革
目
標

額
を
定
め
ま
す
。

そ
の
改
革
目
標
額
は
、
財
政
推
計

か
ら
歳
入
を
320
億
円
、
歳
出
を
340
億

円
と
仮
定
し
、
そ
の
差
の
20
億
円
と

し
ま
す
。

そ
の
20
億
円
の
改
革
の
内
訳
は
、

お
お
む
ね
次
の
通
り
で
す
。

歳
入
確
保
　
5
億
円

①
市
税
の
伸
び
　
　
　
　
約
3
億
円

②
受
益
者
負
担
の
増

（
使
用
料
、
手
数
料
）

約
1
億
円

③
財
産
収
入
の
増
ほ
か
　
約
1
億
円

歳
出
削
減
　
15
億
円

①
人
件
費
等
の
見
直
し
　
約
5
億
円

②
扶
助
費
等
の

制
度
的
見
直
し
　
　
　
約
1
億
円

③
補
助
費
、
繰
出
金
の

見
直
し
ほ
か
　
　
　
　
約
2
億
円

④
普
通
建
設
事
業
費
の

見
直
し
　
　
　
　
　
　
約
7
億
円

改
革
の
目
標
を
達
成
す
る
上
で
、

毎
年
の
財
政
指
標
の
運
営
目
標
と
年

度
目
標
を
持
っ
て
堅
実
な
自
治
体
経

営
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ

の
た
め
、
次
の
数
値
を
目
標
と
し
て

行
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

前
期
実
施
期
間
の
毎
年
の
目
標

①
公
債
費
負
担
比
率
…
15
％
以
下
の

堅
持

②
基
礎
的
財
政
収
支
…
黒
字
の
堅
持

③
市
税
現
年
度
収
納
率
…
98
％
以
上

の
確
保

④
地
方
債
発
行
額
…
新
規
地
方
債
を

元
金
償
還
額
未
満

短
期
目
標
の
設
定

①
経
常
収
支
比
率
…
平
成
20
年
度
決

算
ま
で
に
90
％
未
満
、
以
降
は
前
年

未
満

②
職
員
の
削
減
…
平
成
22
年
4
月
ま

で
に
一
、
〇
五
五
人
以
下
の
体
制

前
期
5
年
間
の
目
標

入
間
市
行
政
改
革
長
期
プ
ラ
ン

5

(案)

問
い
合
わ
せ

市
役
所
企
画
課

1
行
政
サ
ー
ビ
ス
の�

　
あ
り
方
チ
ェ
ッ
ク�

行政が自ら行うべき 
サービスなのか 

関与の妥当性が 
薄れているか 

2
行
政
サ
ー
ビ
ス
の�

　
提
供
・
執
行
体
制�

　
チ
ェ
ッ
ク�

3 受益者負担の適正化チェック�行政サービスについて受益者負担の割合を一定の基準によりチェック 
する（使用料、手数料など）。 

行政自ら提供するサービス 

協働・委託を進めるべきサービス 

はい�

いいえ�

いいえ�

サービスの提供主体は 
行政が行うべきか 

はい�

いいえ�

はい�

執行体制の確認 

内容の見直し 

廃止、民営化 

廃止、民営化 

個別具体的な改革の推進にはさまざまな困難が予想されますが、自治

体経営として、市全体の視点から見た事業のあるべき姿を確実に設定す

ることが重要になります。

このため、全ての行政サービスや事務事業について次の流れによりチェックを実施し、改革を進め

ます。なお、あるべき位置付けへの移行については、市民への影響や、適正な移行期間を判断して実

施計画により進めます。

改革を着実に進めるために

1

改
革
の
目
標

2

財
政
運
営
の
指
標

「
行
政
改
革
長
期
プ
ラ
ン

」
の
全
編
は
、
市
役
所
企
画

課
、
市
役
所
１
階
市
政
情
報
コ

ー
ナ
ー
、
各
支
所
・
公
民
館
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

（案）



10
月
1
日
か
ら
一
部
負
担
金
の
2

割
が
3
割
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
方
に
は
、
新
し
い
受

給
者
証
（
一
部
負
担
金
が
3
割
の
も

の
）
を
9
月
に
お
送
り
し
ま
し
た
。

10
月
以
降
、
医
療
機
関
等
で
受
診
す

る
と
き
は
、
新
し
い
受
給
者
証
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
部
負
担
金
が
1
割
の
方

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

市
役
所
保
険
年
金

課
、
高
齢
者
福
祉
課

10
月
1
日
か
ら
、
国
民
健
康
保
険

の
保
険
証
（
被
保
険
者
証
）
が
個
人

ご
と
の
カ
ー
ド
型
に
な
り
ま
し
た
。

9
月
中
に
「
配
達
記
録
郵
便
」
で
郵

送
し
ま
し
た
の
で
、
内
容
を
確
認

後
、
台
紙
か
ら
は
が
し
て
お
使
い
く

だ
さ
い
。

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
場
合

は
、
10
月
3
日
∏

以
降
市
役
所
保
険

年
金
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。10

月
以
降
、
医
療
機
関
等
で
受
診

す
る
と
き
は
、
ご
自
分
の
新
し
い
保

険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
有
効

期
間
は
1
年
間
で
す
。
そ
の
間
紛
失

な
ど
し
な
い
よ
う
に
大
切
に
保
管
し

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
古
い
保
険
証
は
、
保
険
年

金
課
ま
た
は
各
支
所
へ
お
返
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
役
所
保
険
年
金
課

市
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
の

「
出
産
育
児
一
時
金
」
と
「
葬
祭

費
」
の
額
が
変
わ
り
ま
す
。

出
産
育
児
一
時
金

三
〇
万
円
か
ら
三
五
万
円
に
な
り

ま
す
。

※
平
成
18
年
10
月
1
日
以
降
に
出
産

し
た
方
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
以
前
に
加
入
し
て
い
た
保
険
制

度
か
ら
同
様
の
給
付
を
受
け
ら
れ
る

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

葬
祭
費

一
〇
万
円
か
ら
五
万
円
に
な
り

ま
す
。

※
平
成
19
年
1
月
1
日
以
降
に
死
亡

し
た
方
の
葬
祭
を
行
っ
た
方
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
役
所
保
険
年
金
課

市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
（
取

得
）
し
た
り
、
や
め
た
り
（
喪
失
）

す
る
と
き
は
、
そ
の
原
因
と
な
る
事

実
が
発
生
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

国
民
皆
保
険
制
度
の
も
と
で
、
誰

も
が
い
ず
れ
か
一
つ
の
医
療
保
険
制

度
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
で

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ�
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ�
お
知
ら
せ�

保
険
証
を
郵
送
し
ま
し
た

も
そ
の
事
実
発
生
日
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
、
資
格
の
取
得
や
喪
失
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

取
得
、
喪
失
の
届
け
出
が
遅
れ
る

と
、
保
険
税
が
一
度
に
多
額
に
な
っ

た
り
、
ま
た
、
無
効
と
な
っ
た
保
険

証
で
診
療
を
受
け
た
場
合
、
医
療
費

の
一
部
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に

お
早
め
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
役
所
保
険
年
金
課

入間市役所@０４・２９６４・１１１１

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受

給
者
・
老
人
保
健
法
医
療

受
給
者
の
方
へ

こ
ん
な
時
は

国
民
健
康
保
険
の
届
出
を

6

お
知
ら
せ

6

国
保
出
産
育
児
一
時
金
等

の
額
の
変
更

国
保
に
入
る
と
き�

国
保
を
や
め
る
と
き�

そ
　
の
　
他�

こんなとき�

※離脱証明書の用紙は、保険年金課、市民課または支所に用意してあります。

他市区町村から転入した 
他の健康保険をやめた 
生活保護を受けなくなった 
子供が生まれた 
他市区町村へ転出した 
他の健康保険に加入した 
 
生活保護を受けることに 
なった 
死亡した 
退職者医療制度に該当した 
退職者医療制度に該当しな 
くなった 
住所、氏名、世帯主など 
が変わった 
保険証を紛失したり、汚れ 
て使えなくなったりした 
修学のため学生が他市町村 
へ転出した 
交通事故などでけがをして 
保険証を使いたい 

届け出に必要なもの�
印鑑、転出証明書 
印鑑、他の健保の離脱証明書※ 
印鑑、生活保護廃止決定通知書 
印鑑、保険証、母子健康手帳 
印鑑、保険証 
印鑑、国保の保険証と他の健保 
の保険証 
印鑑、保険証 
保護開始決定通知書 
印鑑、保険証 
印鑑、保険証、年金証書 
印鑑、保険証 
 
印鑑、保険証 
 
印鑑、身分を証明するもの、使 
えなくなった保険証 
印鑑、保険証、在学証明書 
 
印鑑、保険証 

手続きをするところ�

市民課、支所 

保険年金課、 
支所 

市民課、支所 

保険年金課、 
支所 

市民課、支所 

保険年金課 

夕やけこやけ�

10月31日までの放送時間は、
午後4時45分です。

毎月第 3 日曜日は「家庭の日」 －青少年健全育成標語－
ほっとする　家族をつなぐ　笑い声 向原中学校　保坂大和さん

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

申
請
書
320
種
類
を
提
供

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
使

い
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

請
書
約
320
種
類
が
取
り
出
せ
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
申
請
書
を
取
り
出
し
、

押
印
や
必
要
な
書
類
の
整
理
な
ど
を

済
ま
せ
て
か
ら
、
来
庁
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
各
種
刊
行
物
の
提
供
や
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
市
か
ら
の
各
種
行

政
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
生
活
情
報
ツ
ー
ル
と
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://

w
w
w
.city.irum

a.saitam
a.jp/

問
い
合
わ
せ

市
役
所
広
報
広
聴
課



・
日
常
生
活
で
の
心
配
ご
と

問
い
合
わ
せ

市
役
所
市
民
生
活
課

市
民
相
談
室

と
き

1
月
8
日
∑

第
1
部
（
豊
岡
・
東
金
子
地
区
）

午
前
9
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
、
10

時
開
式

第
2
部
（
金
子
・
宮
寺
・
二
本
木
・

藤
沢
・
西
武
地
区
）

午
前
11
時
か
ら
受
け
付
け
、
11
時
30

分
開
式

※
本
人
の
都
合
に
よ
り
、
ど
ち
ら
の

部
に
参
加
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ

市
民
会
館

対
象

昭
和
61
年
4
月
2
日
〜
62
年

園
を
会
場
に
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
販
売

等
を
行
う
た
め
、
お
休
み
と
な
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

@
２
９
３
４
・
５
３
２
４

相
談
は
、
専
門
の
相
談
員
が
担
当

し
、
内
容
は
す
べ
て
秘
密
厳
守
で
無

料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

と
き

10
月
19
日
∫

午
前
10
時
〜
午

後
3
時

と
こ
ろ

市
役
所
1
階
市
民
相
談
室

相
談
内
容
　

・
人
権
の
擁
護
に
関
す
る
こ
と

・
行
政
に
関
す
る
こ
と

日
本
は
、
戦
後
61
年
間
、
他
国
と

戦
争
す
る
こ
と
な
く
平
和
を
守
っ
て

き
た
こ
と
を
誇
り
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
姿
を
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

独
立
国
家
で
あ
る
以
上
、
自
ら
の
力

に
よ
っ
て
国
と
国
民
を
守
る
方
策
も

確
立
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
１
６，

７
６
５
人
と
６，

８
７
１
人
、
こ
の
数
字
は
、
国
内
の

交
通
事
故
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
、
年

間
最
多
と
最
少
の
「
命
」
の
数
で

す
。
単
純
に
計
算
す
れ
ば
少
な
い
年

で
1
日
約
19
人
、
多
い
年
で
約
46
人

が
交
通
事
故
に
よ
っ
て
命
を
落
と
し

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
交
通
戦
争
と

呼
ん
で
何
の
不
思
議
も
な
い
状
況

が
、
こ
の
平
和
な
日
本
で
40
年
以
上

続
い
て
い
ま
す
。

つ
い
最
近
、
九
州
の
福
岡
市
で

は
、
市
職
員
の
飲
酒
暴
走
運
転
に
よ

る
追
突
事
故
で
、
一
家
5
人
の
乗
っ

た
車
が
海
に
突
き
落
さ
れ
、
3
人
の

幼
子
が
か
け
が
え
の
な
い
命
を
奪
わ

れ
ま
し
た
。
加
害
者
の
行
為
は
、
事

故
で
は
な
く
、
殺
人
に
等
し
い
も
の

で
、
言
葉
を
失
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
、
日
常
茶
飯
の
出
来

事
と
し
て
、
と
か
く
軽
く
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
ハ
ン
ド
ル
は
銃
の
引
き

金
、
車
を
凶
器
と
し
な
い
た
め
に
緊

張
感
を
も
っ
た
運
転
が
、
絶
対
に
必

要
で
す
。

武
力
戦
争
で
あ
れ
、
交
通
事
故
で

あ
れ
奪
わ
れ
た
命
の
尊
さ
は
全
く
変

わ
り
ま
せ
ん
。
心
せ
よ
、
運
転
者
。

（
9
月
10
日
記
）

－交通戦争は続いています－

市長随筆 144

市

長�

の
で
す
。

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
次
の

よ
う
な
流
れ
を
考
え
て
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
買
い
物
の
段
階
か
ら
ご
み
に
な
り
　

そ
う
な
も
の
に
手
を
出
さ
な
い
。

・
丈
夫
で
長
持
ち
す
る
か
。
壊
れ
た
　

ら
修
理
が
利
く
か
。

・
最
後
に
資
源
と
し
て
再
利
用
す

る
。

問
い
合
わ
せ

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

@
２
９
３
４
・
５
３
２
４

10
月
21
日
º

・
22
日
∂

開
催
の
入

間
万
燈
ま
つ
り
で
、
彩
の
森
入
間
公

10
月
は
3
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）

推
進
月
間
で
す
。
3
Ｒ
と
は
、
リ
デ

ュ
ー
ス
（R

ed
u
ce：

減
ら
す
）、
リ

ユ
ー
ス
（R

eu
se：

再
使
用
）、
リ

サ
イ
ク
ル
（R

e
c
y
c
le
：

再
資
源

化
）
の
英
語
の
頭
文
字
を
取
っ
た
も

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方

※
成
人
式
対
象
者
に
は
12
月
上
旬
に

案
内
を
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課

成
人
式
の
ご
案
内

3
Ｒ
推
進
月
間

ー
み
ん
な
の
知
恵
と
力
で
目
指
す

循
環
型
社
会
ー

お
休
み
し
ま
す

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

市
県
民
税
　
（
第
3
期
）

国
民
健
康
保
険
税

（
第
4
期
）

今
月
の
納
税

10
月
31
日
∏
ま
で
に

お
納
め
く
だ
さ
い
。

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

市公式ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.city.iruma.saitama.jp/
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人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と

合
同
相
談

①リデュース

②リユース

③リサイクル
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武
蔵
藤
沢
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理

事
業
で
は
、
次
の
宅
地
（
保
留
地
）

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

所
在
地

137
街
区
19
画
地

面
積

439
・
03
㎡

価
格

八
、
四
四
六
万
九
、
三
七
二

円用
途
地
域

近
隣
商
業
地
域
・
第
一

種
住
居
地
域
（
地
区
計
画
あ
り
）

販
売
方
法

先
着
受
付
順

販
売
期
間

平
成
19
年
3
月
30
日
ª

ま
で

販
売
案
内
配
布
・
問
い
合
わ
せ

武

蔵
藤
沢
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
務

所
@
２
９
６
４
・
２
９
１
０

10
月
1
日
か
ら
、
新
た
に
次
の
区

域
の
皆
さ
ん
が
公
共
下
水
道
を
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

使
用
で
き
る
区
域

大
字
南
峯
の
一

部
、
大
字
寺
竹
の
一
部

※
新
た
に
使
用
で
き
る
こ
と
と
な
っ

た
区
域
の
皆
さ
ん
に
は
普
及
担
当
者

が
直
接
説
明
に
伺
い
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
役
所
下
水
道
管
理

課
ま
た
は
下
水
道
建
設
課

口
座
振
替
は
、
預
貯
金
口
座
か
ら

料
金
を
自
動
的
に
払
い
込
む
大
変
便

利
な
方
法
で
す
。

水
道
料
金
等
の
お
支
払
い
も
口
座

振
替
が
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
左
記

金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
水
道
経
営

課
に
、
水
道
料
金
の
領
収
書
ま
た
は

使
用
水
量
等
の
お
知
ら
せ
、
預
貯
金

通
帳
、
通
帳
に
お
使
い
に
な
っ
て
い

る
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
入
通
知
書
裏
面
の
口
座

振
替
依
頼
書
で
も
お
申
し
込
み
で
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

取
扱
金
融
機
関

埼
玉
り
そ
な
・
み

ず
ほ
・
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
・
三
井
住

友
・
り
そ
な
・
武
蔵
野
・
東
和
銀

行
、
埼
玉
縣
・
飯
能
・
西
武
・
青
梅

信
用
金
庫
、
中
央
労
働
金
庫
、
い
る

ま
野
・
西
多
摩
農
業
協
同
組
合
の

本
・
支
店
お
よ
び
全
国
の
郵
便
局

問
い
合
わ
せ

市
役
所
水
道
経
営
課

安
全
な
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る

た
め
に
、
水
道
施
設
（
配
水
場
等
）

の
定
期
点
検
と
更
新
工
事
を
次
の
通

り
実
施
し
ま
す
。

十
分
注
意
し
て
実
施
し
ま
す
が
、

や
む
を
得
ず
、
水
圧
が
下
が
っ
た

り
、
濁
り
水
が
発
生
し
た
り
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

点
検
・
工
事
期
間

10
月
16
日
∑

〜

平
成
19
年
3
月
30
日
ª

対
象
施
設

全
水
道
施
設

問
い
合
わ
せ

市
役
所
水
道
施
設
課

市
水
道
部
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ

と
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
十
分
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
家
庭
へ
訪
問
し
、
浄
水
器
の
販

売
・
あ
っ
せ
ん
な
ど
を
行
う
こ
と

②
突
然
訪
問
し
、
水
質
検
査
を
行
い

お
金
を
い
た
だ
く
こ
と

③
敷
地
内
の
水
道
管
（
給
水
管
）
が

老
朽
化
し
て
い
る
の
で
配
管
替
え
が

必
要
だ
と
言
い
、
工
事
や
水
道
管
洗

浄
の
契
約
な
ど
を
行
う
こ
と

不
審
に
思
っ
た
ら
、
身
分
証
明
書

の
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
役
所
水
道
施
設
課

土
地
区
画
整
理
事
業
の

宅
地
分
譲
（
保
留
地
販
売
）

新
た
に
公
共
下
水
道
が

使
用
で
き
る
区
域

水
道
料
金
等
の
お
支
払
い
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

入間市役所@０４・２９６４・１１１１

水
道
に
関
す
る
悪
質
な

訪
問
販
売
に
ご
注
意
を
！

第39回交通安全標語（自転車利用者向け）自転車の　無灯火とびだし　事故のもと 金子中　大塚貴登さん
とびだしと　スピードいはん　じこのもと 東町小　鳥山　彩さん

水
道
施
設
の
定
期
点
検
と

更
新
工
事

コーナー�

協
働
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
！

市
民
と
行
政
と
の
協
働
を
具
体
的

に
進
め
る
た
め
の
指
針
と
な
る
、
協

働
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
多
様
な
関

係
主
体
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
、
円
滑
か
つ
効
果
的
に
進
め
る
た

め
、
市
民
と
行
政
と
で
共
有
す
る
ル

ー
ル
と
な
る
も
の
で
す
。
私
た
ち
の

ま
ち
の
協
働
の
指
針
を
、
み
ん
な
で

考
え
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
数

15
人
程
度

応
募
資
格

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た

は
在
学
で
20
歳
以
上
の
ま
ち
づ
く
り

に
関
心
が
あ
る
方

選
考
方
法

応
募
の
動
機
等
の
内
容

に
よ
る
書
類
選
考

任
期

平
成
18
年
11
月
か
ら
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
素
案
の
提
言
ま
で
（
お
お
む

ね
１
年
程
度
の
予
定
）

※
こ
の
組
織
の
会
議
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
会
議
開
催
の
日
時
は
、
組
織

を
形
成
し
た
委
員
で
決
め
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
昼
間
働
い
て
い
る
方

の
参
加
も
可
能
で
す
。
な
お
、
こ
の

組
織
に
は
、
市
職
員
も
10
人
程
度
参

加
し
、
協
働
で
策
定
し
ま
す
。

応
募
方
法

10
月
16
日
∑

〜
23
日
∑

〈
消
印
有
効
〉
に
①
住
所
　
②
氏
名

③
年
齢
　
④
電
話
番
号
　
⑤
市
外
在

住
者
は
市
内
の
勤
務
先
（
学
校
）
名

⑥
応
募
動
機
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
意
見
（
400
字
か
ら
600
字
）
を
記
入

し
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り

市
役
所
企
画
課
（
〒
358
・
８
５
１
１

入
間
市
役
所
、

ir100300@
city
.

irum
a.lg.jp

）

※
選
考
結
果
は
、
10
月
下
旬
に
応
募

者
全
員
に
郵
送
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
に
当
た
っ
て
◆

協
働
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
、
元
気
な
入
間
の
ま
ち
づ

く
り
に
お
い
て
ど
う
機
能
し
て
い
く

の
か
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
次
の
通
り
開
催

し
ま
す
。
応
募
を
希
望
す
る
方
は
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

10
月
14
日
º

午
後
2
時
〜
3

時
30
分

と
こ
ろ

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
3
階

活
動
室
3
（
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
）

申
し
込
み

10
月
13
日
ª

ま
で
に
電

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
企
画
課

問
い
合
わ
せ

市
役
所
企
画
課

※公営水道・公共下水道�
　都市ガス引き込み可�

停
車
場
線 

電柱 

間口約11. 5m
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「
違
反
建
築
な
く
そ
う
運
動
」
が

10
月
10
日
〜
19
日
、
県
下
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
建
築
基
準
法
や
都
市
計

画
法
の
内
容
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

・
建
物
を
建
て
る
と
き
は
「
建
築
確
　

認
申
請
」
に
よ
り
建
築
基
準
法
に

適
合
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

・
建
物
の
工
事
が
完
了
し
た
と
き
は

「
完
了
検
査
」
を
申
請
し
、
建
築

基
準
法
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う

か
の
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

建
築
基
準
法
に
関
す
る
法
令
説
明
会

と
き

10
月
11
日
π

午
後
1
時
30
分

と
こ
ろ

博
物
館
講
座
室

内
容

・
建
物
の
安
全
性
の
確
保
に
向
け
て

（
建
築
基
準
法
改
正
の
あ
ら
ま

し
）

・
防
犯
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
（
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い

た
め
に
）

・
生
活
環
境
を
守
る
（
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
と
緑
化
の
推
進
）

・
建
物
の
健
康
診
断
に
つ
い
て
（
重

要
な
法
定
の
定
期
報
告
）

主
催

õ

埼
玉
建
築
士
会
、
県
、
県

内
市
町
村

問
い
合
わ
せ

飯
能
県
土
整
備
事
務

所
開
発
建
築
担
当
@
０
４
２
・
９
７

３
・
５
８
７
７
ま
た
は
市
役
所
建
築

指
導
課

地
震
に
よ
る
住
宅
へ
の
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、
耐
震

性
の
確
保
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
ま
ず
は
、
自
分
の
家
の
耐
震

性
が
ど
の
程
度
の
も
の
か
を
調
べ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

市
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
簡

易
耐
震
診
断
を
、
随
時
無
料
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
事
前
に
電
話
で
予
約

の
上
、
市
役
所
建
築
指
導
課
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
（
図
面
等
か
ら
簡
易

に
診
断
す
る
も
の
で
、
現
地
に
伺
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）。

対
象

市
内
に
あ
る
昭
和
56
年
以
前

に
建
築
の
木
造
戸
建
住
宅
（
2
×
4

工
法
を
含
む
）
で
、
2
階
建
て
以

下
、
延
べ
面
積
500
㎡
以
下
の
も
の

準
備
す
る
物

住
宅
の
各
階
平
面

図
、
住
宅
の
状
況
が
分
か
る
資
料

問
い
合
わ
せ

市
役
所
建
築
指
導
課

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴

い
、
10
月
1
日
か
ら
、
身
体
障
害
者

の
補
装
具
交
付
制
度
が
一
部
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

◆
製
作
業
者
と
の
契
約

補
装
具
製
作
業
者
か
ら
補
装
具
の

購
入
（
修
理
）
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

受
け
る
と
き
は
、
利
用
者
と
業
者
の

間
で
直
接
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り

ま
す
。

◆
利
用
者
の
負
担

原
則
と
し
て
一
律
1
割
負
担
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
下
表
の
通
り
、

世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
月
額
の
負
担

上
限
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
本
人
ま
た
は
世
帯

員
の
い
ず
れ
か
に
一
定
以
上
の
所
得

が
あ
る
場
合
（
市
民
税
所
得
割
の
最

多
納
税
者
の
納
税
額
が
五
〇
万
円
以

上
の
場
合
）
に
は
、
補
装
具
の
支
給

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
自
己
負
担
金

助
成
制
度
は
、
平
成
19
年
3
月
ま
で

継
続
さ
れ
ま
す
。

◆
補
装
具
の
種
類
の
変
更

こ
れ
ま
で
交
付
ま
た
は
修
理
の
対

象
と
し
て
い
た
補
装
具
の
う
ち
、
一

部
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

①
眼
鏡
の
う
ち
、「
色
眼
鏡
」
を
廃

止②
点
字
器
、
人
工
喉
頭
、
頭
部
保
護

帽
、
収
尿
器
、
ス
ト
マ
用
装
具
、
つ

え
（
Ｔ
字
棒
状
の
も
の
）
を
、
今
後

は
「
日
常
生
活
用
具
」
と
し
て
給
付

③
重
度
障
害
者
用
意
思
伝
達
装
置
を

新
た
な
補
装
具
種
目
と
し
て
追
加

※
盲
人
安
全
つ
え
（
白
杖
）
、
義

眼
、
眼
鏡
、
補
聴
器
、
義
肢
（
義

手
、
義
足
）、
装
具
、
車
い
す
、
歩

行
器
、
歩
行
補
助
つ
え
（
Ｔ
字
以

外
）、
電
動
車
い
す
等
に
つ
い
て
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※
介
護
保
険
が
利
用
で
き
る
方
は
、

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
が
優
先
さ
れ

ま
す
。

補
装
具
は
、
障
害
や
生
活
の
状
況

に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
種
類
が
異
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
補
装
具
を
必
要

と
す
る
方
は
、
障
害
福
祉
課
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
で
、
年
金
収
入
等

が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
額
の
分
か
る

書
類
（
支
払
い
通
知
・
通
帳
等
）
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◎
移
動
支
援
事
業

こ
れ
ま
で
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

「
外
出
介
護
」
を
利
用
さ
れ
て
い

た
、
全
身
性
障
害
・
視
覚
障
害
・
知

的
障
害
・
精
神
障
害
の
方
を
対
象

に
、
地
域
生
活
支
援
事
業
と
し
て

「
移
動
支
援
事
業
」
が
始
ま
り
ま
す

（
重
度
訪
問
介
護
・
行
動
援
護
の
対

象
と
な
る
方
を
除
く
）。
新
規
・
継

続
と
も
、
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は

新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
利
用
者
の
負
担

支
援
に
要
し
た
費
用
の
１
割
を
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
所

得
の
低
い
方
に
は
負
担
軽
減
制
度
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
役
所
障
害
福
祉
課

違
反
建
築
な
く
そ
う
運
動

〜
ル
ー
ル
を
守
っ
て

明
る
く
住ス
マ
イ
ル
〜

市公式ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.city.iruma.saitama.jp/

木
造
住
宅
の
簡
易
耐
震
診
断

（
無
料
）
を
実
施
し
て
い
ま
す

障
　
　
害
　
　
者
　
　
の
　
　
福
　
　
祉

身
体
障
害
者
の

補
装
具
交
付
制
度
の
変
更

◎

補装具費　月額の負担上限�

負
　
担
　
額�

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯�

一般�
37,200円�

低所得2�
24,600円�

低所得1�
15,000円�

生活保護�
 0円�

｝ 
月額負担上限�
（所得に応じ）�

補 装 具 価 格�

月額負担上限は、個々�
の申請者ごとに認定。�

定率負担（1割）�
（補装具価格に応じ）�



募
　
集ア

ミ
ー
ゴ
の
舞
台
・
音
響
ス
タ
ッ

フ
と
音
楽
好
き
の
人
た
ち
の
ア
イ
デ

ア
と
技
術
を
結
集
し
て
、
楽
し
い
ラ

イ
ブ
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

11
月
11
日
º

午
後
6
時
30
分

か
ら

と
こ
ろ

文
化
創
造
ア
ト
リ
エ
「
ア

ミ
ー
ゴ
」

出
演

一
般
公
募
に
よ
る
演
奏
者

定
員

50
人

参
加
費

五
〇
〇
円
（
ワ
ン
ド
リ
ン

ク
付
き
）

主
催

市
文
化
創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
市
文
化
創
造
委
員
会

申
し
込
み

参
加
費
を
添
え
て
直
接

ア
ミ
ー
ゴ
@
２
９
３
１
・
３
５
０
０

第
4
回
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
開
催
に
当
た
り
、
こ
の
ま
つ
り
を

企
画
運
営
す
る
実
行
委
員
会
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方①
市
内
在
住
で
健
康
づ
く
り
や
地
域

福
祉
の
推
進
に
関
心
が
あ
り
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
運
営
に
興
味
が
あ
る
方

②
こ
の
ま
つ
り
に
参
加
を
希
望
す
る

健
康
づ
く
り
や
地
域
福
祉
を
目
的
に

活
動
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
代
表

者募
集
人
数

30
人
程
度

※
第
1
回
実
行
委
員
会
を
11
月
初
旬

に
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み

10
月
16
日
∑

ま
で
に
電

話
に
よ
り
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康

福
祉
課
@
２
９
６
６
・
５
５
１
３

唾
液
に
よ
り
歯
周
病
の
可
能
性
が

あ
る
か
、
な
い
か
の
リ
ス
ク
を
判
断

す
る
テ
ス
ト
で
、
歯
肉
か
ら
の
出
血

の
有
無
を
調
べ
、
簡
単
な
歯
周
病
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。
い
つ
ま
で

も
健
康
な
お
口
で
生
活
で
き
る
よ

う
、
正
し
い
口
腔
ケ
ア
を
始
め
ま
せ

ん
か
？

と
き

10
月
27
日
ª

午
前
9
時
45
分

〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
「
大
人
の
た
め
の
口
腔
ケ

ア
」

講
師

所
沢
保
健
所
　
遠
藤
浩
正
氏

（
歯
科
医
師
）

定
員

先
着
40
人

参
加
費

三
〇
〇
円
（
唾
液
検
査

代
）

申
し
込
み

10
月
6
日
ª

か
ら
電
話

に
よ
り
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
福

祉
課
@
２
９
６
６
・
５
５
１
３

手
話
を
主
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
と
す
る
高
齢
聴
覚
障
害
者
を

対
象
に
、
介
護
予
防
教
室
を
行
い
ま

す
。
視
覚
教
材
を
中
心
に
、
手
話
等

を
使
い
栄
養
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

ま
す
。
健
康
維
持
に
欠
か
せ
な
い
食

生
活
に
つ
い
て
、
見
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

と
き

11
月
18
日
º

午
前
9
時
45
分

〜
正
午

と
こ
ろ

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
要
約
筆
記
あ
り

テ
ー
マ
「
正
し
い
食
生
活
」
〜
楽
し

く
食
べ
て
元
気
に
行
こ
う
！
〜

講
師

本
間
恭
子
氏
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
な
な
ふ
く
苑
」
管
理
栄

養
士
）

主
催

こ
ば
や
し
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
、
入
間
黒
須
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
、
市

協
力

聴
覚
障
害
者
の
会
、
手
話
友

の
会
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
手
話

通
訳
派
遣
事
務
所
）

申
し
込
み

11
月
1
日
π

ま
で
に
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
よ
り
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
基
幹
型
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
@
２
９
６
６
・
５
５
１

６
、
I
２
９
６
６
・
５
５
１
７

と
き

11
月
24
日
ª

午
前
9
時
30
分

開
場
、
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

演
題
「
生
き
生
き
と
し
た
子
ど
も
た

ち
を
育
て
る
た
め
に
」
―
幼
少
期
の

発
達
と
生
活
課
題
は
何
か
―

講
師

前
橋
　
明
先
生
（
早
稲
田
大

学
教
授
）

定
員

先
着
40
人
（
一
般
）

入
場
料

無
料

主
催

市
幼
年
教
育
連
絡
協
議
会
、

市
教
育
委
員
会

申
し
込
み

一
般
の
方
は
10
月
20
日

ª

ま
で
に
電
話
に
よ
り
教
育
研
究
所

@
２
９
６
４
・
８
３
５
５
、
お
子
さ

ん
が
市
内
小
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育

所
（
園
）
に
通
っ
て
い
る
方
は
直

接
、
各
施
設

支
援
籍
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
に

基
づ
き
、
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒

も
な
い
児
童
・
生
徒
も
地
域
で
一
緒

に
学
ん
だ
り
、
交
流
し
た
り
す
る
こ

と
で
す
。
お
互
い
を
理
解
し
合
い
、

共
に
社
会
で
自
立
し
尊
重
し
合
え
る

よ
う
な
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を

育　

む
教
育
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
し
ょ
う
が
い
」
を
理
解
し
、
地

域
と
学
校
が
連
携
し
て
い
く
た
め
に

必
要
な
こ
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役

割
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

10
月
28
日
º

午
前
10
時
〜
正

午と
こ
ろ

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
旧

保
健
セ
ン
タ
ー
）

講
師

堺
　
正
一
氏
（
立
正
大
学
社

会
福
祉
学
科
助
教
授
）

定
員

先
着
150
人
（
手
話
通
訳
が
必

要
な
方
は
、
申
込
時
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
）

参
加
費

無
料

主
催

狭
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

入
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

共
催
　
県
立
狭
山
養
護
学
校

申
し
込
み

10
月
23
日
∑

ま
で
に
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
よ
り
市
社
会

福
祉
協
議
会
@
２
９
６
３
・
１
０
１

４
、
I
２
９
６
３
・
１
０
７
２

10

第
4
回
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
実
行
委
員

子
育
て
講
演
会

ア
ミ
ー
ゴ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Vol.
2

入間市役所@０４・２９６４・１１１１

講
演
会
「
�
し
ょ
う
が
い
�
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
？
」

募
　
集

募
　
集�
募
　
集

募
　
集�
募
　
集�

ミュージック
コレクションVol. 1 の様子

大
人
の
た
め
の
口
腔
ケ
ア

〜
唾
液
に
よ
る
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク

（
唾
液
潜
血
テ
ス
ト
）
と
予
防
〜

高
齢
聴
覚
障
害
者
向
け

介
護
予
防
教
室

は
ぐ
く



募
集
・
催
し
物

11
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と
き

12
月
18
日
∑

と
こ
ろ

狭
山
ゴ
ル
フ
・
ク
ラ
ブ

参
加
資
格

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た

は
在
学
で
20
歳
以
上
の
方

競
技
方
法

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク

プ
レ
ー
・
新
ペ
リ
ア
方
式

募
集
人
数

196
人
（
超
え
た
場
合
は

抽
選
）

参
加
費

三
、
〇
〇
〇
円

※
プ
レ
ー
代
、
諸
経
費
、
昼
食
代
等

は
、
当
日
個
人
で
清
算

申
し
込
み

11
月
20
日
∑

〈
必
着
〉

ま
で
に
往
復
は
が
き
（
個
人
ま
た
は

4
人
1
組
の
グ
ル
ー
プ
単
位
で
1

通
）
に
①
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
大
会
参
加
希
望
　
②
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
③
性
別
　
④
生
年
月
日
　

⑤
住
所
　
⑥
電
話
番
号
を
記
入
し
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
〒
358
・
０
０

０
３
豊
岡
四
の
二
の
二
、
@
２
９
６

３
・
１
０
１
４
）

と
き

11
月
19
日
∂

午
前
8
時
40
分

開
会
式
、
9
時
試
合
開
始

と
こ
ろ

市
民
体
育
館

募
集
チ
ー
ム
数

18
歳
以
上
（
学
生

を
除
く
）
で
構
成
さ
れ
た
男
女
各
16

チ
ー
ム
（
超
え
た
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
は
後
日
通
知
し
ま
す
）

競
技
方
法

男
子
の
部
（
6
人
制
）、

女
子
の
部
（
9
人
制
）
と
も
に
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
で
行
い
ま
す
。

※
審
判
は
相
互
審
判
で
す
。

参
加
費

三
、
〇
〇
〇
円
（
連
盟
加

盟
チ
ー
ム
は
一
、
〇
〇
〇
円
）

※
参
加
チ
ー
ム
は
11
月
9
日
∫

の
主

将
会
議
に
必
ず
出
席
し
、
参
加
費
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

10
月
26
日
∫

ま
で
に
参

加
申
込
書
（
体
育
課
、
市
民
体
育
館

に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

体
育
課
ま
た
は
市
民
体
育
館
@
２
９

６
２
・
１
１
２
５

問
い
合
わ
せ

市
教
育
委
員
会
体
育

課☆
平
成
19
年
度
入
園
児

募
集
人
数

60
人
（
2
年
保
育
児
）

※
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

応
募
資
格

平
成
14
年
4
月
2
日
〜

15
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方

入
園
申
請
書
の
配
布

10
月
16
日
∑

〜
24
日
∏

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

に
あ
ず
ま
幼
稚
園
（
小
谷
田
一
四
三

三
の
一
、
@
２
９
６
２
・
３
０
２

４
）

入
園
申
請
書
の
受
け
付
け

11
月
1

日
π

・
2
日
∫

午
後
1
時
30
分
〜
3

時
に
あ
ず
ま
幼
稚
園
で
受
け
付
け

☆
平
成
18
年
度
途
中
入
園
児

募
集
人
数

各
若
干
名

①
年
少
（
2
年
保
育
児
・
平
成
13
年

4
月
2
日
〜
14
年
4
月
1
日
に
生
ま

れ
た
方
）

②
年
長
（
1
年
保
育
児
・
平
成
12
年

4
月
2
日
〜
13
年
4
月
1
日
に
生
ま

れ
た
方
）

※
先
着
順
に
選
考
し
決
定
し
ま
す
。

入
園
申
請
書
の
配
布
・
受
け
付
け

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

と
き

10
月
28
日
º

・
29
日
∂

午
前

10
時
〜
午
後
4
時

と
こ
ろ

丸
広
百
貨
店
入
間
店
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

内
容

保
育
所
の
生
活
や
遊
び
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

市
役
所
児
童
福
祉
課

と
き

10
月
16
日
∑

〜
20
日
ª

午
前

9
時
〜
午
後
5
時
（
16
日
は
午
後
1

時
か
ら
、
20
日
は
午
後
2
時
ま
で
）

と
こ
ろ

市
役
所
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー

展
示
作
品

佐
渡
市
・
入
間
市
の
児

童
・
生
徒
の
絵
画
作
品

問
い
合
わ
せ

市
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課

と
き

11
月
12
日
∂

午
後
1
時
30
分

開
場
、
2
時
開
演

と
こ
ろ

武
蔵
野
音
楽
大
学
バ
ッ
ハ

ザ
ー
ル
（
中
神
）

※
昨
年
ま
で
の
会
場
（
市
民
会
館
）

か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

演
奏

武
蔵
野
音
楽
大
学
管
弦
楽
団

指
揮

カ
ー
ル
マ
ン
・
ベ
ル
ケ
シ
ュ

曲
目

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン：

《
エ
グ
モ

ン
ト
》
序
曲
　
Op
・
84
、
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン：

ロ
マ
ン
ス
　
第
2
番
　
ヘ
長

調
Op
・
50
〈
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
〉

山
岸
千
恵
（
4
年
次
在
学
中
）、
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト：

交
響
曲
　
第
35
番
ニ

長
調
K
・
385
「
ハ
フ
ナ
ー
」、
ピ
エ

ル
ネ：

ハ
ー
プ
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

た
め
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
シ
ュ
テ
ュ
ッ

ク
　
Op
・
39
〈
ハ
ー
プ
独
奏
〉
柄
本

舞
衣
子
（
4
年
次
在
学
中
）、
グ
リ

ー
グ：

《
ペ
ー
ル
・
ギ
ュ
ン
ト
》
第

1
組
曲
、
第
2
組
曲
よ
り
抜
粋

入
場
料

無
料
（
入
場
整
理
券
が
必

要
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

託
児

お
子
さ
ん
（
未
就
学
児
）
を

お
預
か
り
し
ま
す
。
事
前
に
中
央
公

民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
10
月
5
日
∫

か
ら
入
場
整
理
券
を

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
、
産
業

文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館
で
配
布

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
@
２
９

６
４
・
２
４
１
３

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と

お
互
い
の
友
愛
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
開
催
し
ま
す
。

と
き

10
月
12
日
∫

午
前
9
時
開
会

※
雨
天
の
場
合
、
13
日
ª

に
順
延

と
こ
ろ

運
動
公
園
陸
上
競
技
場

対
象

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

内
容

・
ス
プ
ー
ン
競
走
、
ス
カ
イ
ク
ロ

ス
、
民
踊
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ

・
開
眼
片
足
立
ち
、
10
ｍ
障
害
物
歩

行
な
ど
の
新
体
力
テ
ス
ト

問
い
合
わ
せ

や
ま
ゆ
り
荘
@
２
９

３
４
・
５
３
１
５

市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会

第10回

市
立
あ
ず
ま
幼
稚
園
入
園
児

市
長
杯
争
奪

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第27回

市
制
施
行
40
周
年
記
念

い
る
ま
し
保
育
展

〜
え
が
お
　
い
っ
ぱ
い

い
る
ま
っ
こ
〜

催
し
物

催
し
物�

催
し
物

催
し
物�

催
し
物�

市
民
コ
ン
サ
ー
ト

市
制
施
行
40
周
年
記
念

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

姉
妹
都
市
佐
渡
市
・
入
間
市

小
・
中
学
生
交
流
絵
画
展



催
し
物
・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

12

入間市役所@０４・２９６４・１１１１

願
書
配
布

10
月
15
日
∂

か
ら

願
書
受
付

11
月
1
日
π

か
ら

市
内
私
立
幼
稚
園

左
表
の
通
り

問
い
合
わ
せ

各
幼
稚
園

元
県
西
美
術
人
協
会
長
、
県
西
展

委
員
長
を
は
じ
め
美
術
の
普
及
発
展

の
礎
を
築
い
た
日
本
画
家
の
82
作
品

を
展
示
ほ
か

と
き

10
月
18
日
π

〜
22
日
∂

午
前

9
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分
（
22
日

は
正
午
ま
で
）

※
作
品
の
一
部
を
12
月
17
日
∂

ま
で

展
示
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
東
松
山
（
東

松
山
市
箭
弓
町
）

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

同
実
行
委
員
会
事
務

局
@
０
４
９
３
・
２
３
・
８
６
７
３

駿
河
台
大
学
教
員
に
よ
る
無
料
講

座
で
す
。

と
き
・
内
容

左
表
の
通
り

定
員

各
回
20
人

申
し
込
み

駿
台
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

（
豊
岡
ア
イ
ポ
ッ
ト
ビ
ル
2
階
@
２

９
６
６
・
５
７
６
７
、
木
曜
日
定

休
）

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
居
住
者
の
方

に
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
」
に
関
す

る
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
、
専
門
家
が
分

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

と
き

11
月
18
日
º

午
後
1
時

と
こ
ろ

狭
山
市
博
物
館
（
狭
山
市

稲
荷
山
一
の
二
三
の
一
）

内
容

①
知
っ
て
お
き
た
い
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
の
7
箇
条
　
②
大
規
模
修

繕
工
事
の
ポ
イ
ン
ト
　
③
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
導
入
ノ
ウ
ハ
ウ

講
師

穐
山
精
吾
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本

住
宅
管
理
組
合
協
議
会
会
長
）、
澤

田
博
一
氏
（
首
都
圏
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
士
会
理
事
）、
田
村
恒
氏
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
さ
い
た
ま
放
送
局
）

定
員

先
着
50
人

参
加
費

無
料

主
催

埼
玉
県
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
埼
玉
県
、
入
間

市
、
狭
山
市

申
し
込
み

11
月
17
日
ª

ま
で
に
電

話
に
よ
り
県
都
市
整
備
部
住
宅
課
@

０
４
８
・
８
３
０
・
５
５
６
２
（
申

し
込
み
の
際
に
「
11
月
18
日
狭
山
市

博
物
館
開
催
分
」
と
申
し
添
え
く
だ

さ
い
）

※
当
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
さ
い
た
ま
放
送
局

に
よ
る
「
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
相
談

コ
ー
ナ
ー
」
を
併
設
し
ま
す
。

平
成
19
年
度

私
立
幼
稚
園
園
児
募
集

◆
地
域
に
生
き
た
日
本
画
家

加
藤
秋
荘
回
顧
展

◆

駿
台
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

豊
岡
プ
チ
大
学
Ⅵ

◆

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

基
礎
セ
ミ
ナ
ー

◆

幼稚園名� 所在地� 電話番号�

め ぐ み 幼 稚 園  
角 栄 幼 稚 園  
い る ま 幼 稚 園  
元 加 治 幼 稚 園  
わかばの森幼稚園 
武 蔵 野 幼 稚 園  
白 梅 幼 稚 園  
若 杉 幼 稚 園  
あ ん ず 幼 稚 園  

小谷田1 -7 - 9  
東藤沢4 -15-20 
久保稲荷1 -25- 3  
野田1585 
上藤沢694- 1  
中神741- 1  
下藤沢750 
下藤沢1281-11 
仏子1089-34

2962･2300 
2962･4578 
2964･2498 
2932･0184 
2962･6055 
2932･1640 
2963･0503 
2964･1292 
2932･6464

と　　き�
10月13日ª 
 〃 20日ª 
 〃 27日ª 
11月10日ª 
 〃 17日ª 
 〃 24日ª 
12月1日ª 
 〃 8日ª 
 〃 15日ª 
 〃 22日ª 

基礎からのスポーツマッサージ 
狐塚賢一郎法学部助教授 
ドイツの元気な地域経済 
鎗田英三経済学部教授 
知的財産って何？ 
松平光徳法学部助教授 
巨大アニメ産業の誕生 
國分俊宏文化情報学部助教授 
中南米の社会と文化 
信岡奈央現代文化学部教授 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

内容・講師�

※講座により時間が異なります�

「Song for Memories　クリスマスコンサート」�

右から、細坪基佳（元ふきのとう）�
鈴木康博（元オフコース）�
山本潤子（元ハイ・ファイ・セット）�

　70年代ニューミュージックシーンを支えてきたベテラン 3人による�

スペシャルユニット「Song for Memories」。それぞれのオリジナル�

曲はもちろん、60～80年代のフォークソング等を国内外問わず歌い上�

げます。青春時代にタイムスリップしませんか？�

とき　12月3日∂　　午後5時30分開場、6時開演�
ところ　市民会館�
入場料　５，０００円【全席指定】　当日券５，５００円�

チケット発売　10月6日ª午前10時販売開始�
市民会館　　　　@2964・2411�

ñエフエム茶笛　@2963・6663�

�

※未就学児の入場はご遠慮ください。�

※会場内での写真撮影、録音・録画機材の持ち込み、飲食、喫煙は固くお断りします。�

�

共催　ú市振興公社、ñエフエム茶笛�

問い合わせ　市民会館@2964・2411（午前 8時30分～午後 7時30分、祝日を除く月曜日休館）�



・太陰暦の秋は 7月（初秋）・ 8月（仲秋）・ 9月（晩秋）。
十五夜は、太陰暦で 8月15日の満月なので仲秋の名月。
今年は10月6日が仲秋の名月。10月7日、博物館は月□の
茶会。

・佐渡の新酒も入間万燈まつりの楽しみ。蔵元の軒先にあ

る杉の葉を束ねて球状にした看板：酒
さか

ばや□
・今年の万燈まつりの夜には、市制施行40周年を祝う市民
イベントの「は□火大会」が楽しみ

・体育祭は、競技による得点争いだけでなく□う□ん合戦
も楽しみ

答え：□□□□□　秋の七草の一つ

Ｑ　□の中の文字をうまく組み合わせて、ことばをつく
ってください。

お分かりの方は、はがきに答え、住所、氏名を書いて、
〒358－8511入間市役所広報広聴課まで
※10月16日∑消印有効「私の健康づくり・ストレス解消
法」、元気なまちやひとの話題など情報をお寄せください。
抽選で 7人に記念品（図書カード）を差し上げます。

☆前回の答え　いるまたいこセッション（いるま「太鼓」
セッション） 応募総数45枚（正解42枚）
☆ 9月 1日号の当選者　増岡律子さん、月見真帆さん、本
間佳子さん、阪上孝子さん、青木明久さん、土谷　秀さん、
藤野初子さん

と
き

11
月
14
日
∏

午
前
10
時
〜
午

後
4
時

と
こ
ろ

有
馬
ダ
ム
（
飯
能
市
下
名

栗
）

対
象

県
内
在
住
の
親
子

参
加
費

五
○
○
円
（
保
険
料
）

申
し
込
み

飯
能
県
土
整
備
事
務
所

@
０
４
２
・
９
７
３
・
２
２
８
１

特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求

石
綿
救
済
法
に
よ
り
平
成
13
年
3

月
26
日
以
前
に
石
綿
ば
く
露
を
原
因

と
す
る
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
た
労
働

者
の
遺
族
で
、
時
効
に
よ
り
労
災
保

険
法
に
基
づ
く
遺
族
補
償
給
付
の
支

給
を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し
た
方
を

支
給
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
給

付
金
は
、
法
施
行
日
か
ら
3
年
を
経

過
し
た
平
成
21
年
3
月
27
日
以
降
は

請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

労
災
保
険
給
付
の
請
求

平
成
13
年
3
月
27
日
以
降
に
、
業

務
に
よ
る
石
綿
ば
く
露
を
原
因
と
す

る
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
た
労
働
者
の

遺
族
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ
く
遺

族
補
償
給
付
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
遺
族
補
償
給
付
を
受
け
る

権
利
は
、
時
効
に
よ
り
労
働
者
が
死

亡
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
５

年
で
消
滅
し
ま
す
。
時
効
完
成
後

は
、
遺
族
補
償
給
付
も
特
別
給
付
金

も
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
早
急
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
労
働
局
労
働

基
準
部
労
災
補
償
課
@
０
４
８
・
６

０
０
・
６
２
０
７
、
所
沢
労
働
基
準

監
督
署
@
２
９
９
５
・
２
５
５
５

※
労
災
保
険
給
付
の
対
象
と
な
ら
な

い
方
へ
の
救
済
給
付
に
つ
い
て
は
、

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
K

０
１
２
０
・
３
８
９
・
９
３
１

第
21
回
大
樹
祭
開
催

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

10
月
7
日
º

午
前
10
時
〜
午

後
3
時
（
雨
天
決
行
）
と
こ
ろ

身

体
障
害
者
療
護
施
設
大
樹
の
里
（
高

倉
）
入
場
料

無
料
　
問
い
合
わ
せ

同
施
設
亀
山
@
２
９
６
４
・
３
９
６

５
（
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
30
分
）

第
3
回
写
楽
ク
ラ
ブ
作
品
展
開
催

浅
草
カ
ー
ニ
バ
ル
の
写
真
を
展
示

し
ま
す
。

と
き

10
月
10
日
∏

〜
13
日
ª

午
前

9
時
〜
午
後
5
時
（
13
日
は
午
後
4

時
ま
で
）
と
こ
ろ

市
役
所
1
階
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

神
能
@
２
９
６
２
・

６
９
０
６

市
制
施
行
40
周
年
記
念
入
間
洋
蘭
会

秋
の
洋
ら
ん
展
開
催

と
き

10
月
14
日
º

・
15
日
∂

午
前

10
時
〜
午
後
7
時
（
15
日
は
午
後
6

時
ま
で
）
と
こ
ろ

丸
広
百
貨
店
入

間
店
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
　
入
場

料

無
料

会
員
募
集

と
き

毎
月
第
3
日
曜

日
午
後
1
時
〜
5
時
　
と
こ
ろ

扇

町
屋
公
民
館
　
会
費

月
五
〇
〇
円

（
年
会
費
四
、
○
○
○
円
）

問
い
合
わ
せ

長
谷
川
@
２
９
３

４
・
２
８
１
３

第
26
回
市
柔
道
大
会
・
第
5
回
市
少

年
少
女
柔
道
大
会
出
場
者
募
集

と
き

11
月
19
日
∂

と
こ
ろ

武

道
館
　
出
場
資
格

市
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
ま
た
は
市
内
道
場
所
属
で

2
段
以
下
の
方
　
参
加
費

五
〇
〇

円
（
保
険
料
）
申
し
込
み

10
月
13

日
ª

ま
で
に
申
込
用
紙
（
浅
見
接
骨

院
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
同
接
骨
院
@
２
９
６
４
・
４
８

２
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ド
会
員
募
集

老
人
ホ
ー
ム
に
音
楽
で
慰
問
に
行

く
会
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
の

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き

第
1
・
3
・
4
土
曜
日
午
前

9
時
30
分
〜
正
午
　
と
こ
ろ

藤
沢

公
民
館
　
対
象

ベ
ー
ス
、
キ
ー
ボ

ー
ド
等
楽
器
の
で
き
る
方
　
会
費

月
五
○
○
円
（
入
会
金
な
し
）
問
い

合
わ
せ

稲
垣
@
０
８
０
・
１
１
６

４
・
５
８
３
２

親
子
サ
ー
ク
ル
「
た
ん
ぽ
ぽ
会
」
会

員
募
集

と
き

毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分
　
と
こ
ろ

東
町
公
民

館
　
対
象

お
お
む
ね
2
歳
以
上
の

未
就
園
児
と
保
護
者
　
定
員

20
人

会
費

月
三
〇
〇
円
（
入
会
金
一
〇

〇
円
）
問
い
合
わ
せ

高
橋
@
０
９

０
・
９
８
４
６
・
９
０
８
９

母
と
子
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ン
ド
会

員
募
集

リ
ズ
ム
遊
び
、
手
遊
び
等
、
親
子

で
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

と
き

毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分
　
と
こ
ろ

久
保
稲
荷

公
民
館
　
対
象

未
就
園
児
と
保
護

者
　
指
導

中
島
清
美
先
生
　
会
費

月
一
、
五
〇
〇
円
（
入
会
金
一
、
〇

〇
〇
円
）
問
い
合
わ
せ

谷
地
@
０

９
０
・
６
９
４
９
・
１
６
８
０

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
市
民
ひ
ろ
ば
・
こ
う
ほ
う
ク
イ
ズ
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石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に

よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に

関
す
る
お
知
ら
せ

◆
有
間
ダ
ム
と
名
栗
湖
探
検
隊

〜
ダ
ム
の
内
部
探
検
と

カ
ヌ
ー
試
乗
〜
（
県
民
の
日
）

◆



ア
リ
ッ
ト
広
場

市
制
施
行
40
周
年
記
念

ア
リ
ッ
ト
・
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６

特
別
展
「
高
橋
ま
ゆ
み
創
作
人
形
展

―
故
郷
か
ら
の
お
く
り
も
の
―
」

高
橋
ま
ゆ
み
氏
は
、「
日
本
の
原

風
景
と
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
素
晴

ら
し
さ
」
を
表
現
し
続
け
る
創
作
人

形
作
家
で
、
そ
の
作
品
は
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
な
ど
で
も
お
な
じ
み
で
す
。

本
展
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
を
巡
回

し
、
好
評
を
博
し
て
い
る
人
形
展
で

す
。
入
間
市
の
市
制
施
行
40
周
年
を

記
念
し
て
ア
リ
ッ
ト
に
や
っ
て
き
ま

す
。
遠
く
離
れ
た
故
郷
、
懐
か
し
い

故
郷
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

と
き

10
月
12
日
∫

〜
12
月
3
日
∂

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
入
館
は
4

時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ

特
別
展
示
室

観
覧
料

一
般
六
〇
〇
円
、
70
歳
以

上
五
〇
〇
円
、
大
学
・
高
校
生
四
〇

〇
円
、
中
学
生
以
下
無
料
、
障
害
者

手
帳
・
療
育
手
帳
所
持
者
お
よ
び
介

護
者
1
人
五
〇
〇
円

※
20
人
以
上
の
団
体
は
各
観
覧
料
か

ら
一
〇
〇
円
引
き

【
特
別
展
関
連
事
業
】

①
高
橋
ま
ゆ
み
サ
イ
ン
会

と
き

10
月
12
日
∫

午
後
2
時
〜
3

時と
こ
ろ

物
販
会
場

対
象

物
販
会
場
で
図
録
・
書
籍
な

ど
を
購
入
し
た
方

②
高
橋
ま
ゆ
み
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

と
き

10
月
12
日
∫

午
後
3
時
か
ら

と
こ
ろ

特
別
展
示
室

定
員

当
日
先
着
30
人

③
折
り
紙
体
験
コ
ー
ナ
ー

内
容

折
り
紙
で
好
き
な
も
の
を
折

っ
て
み
よ
う
。

と
き

10
月
28
日
º

午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

と
こ
ろ

体
験
学
習
室

講
師

藤
沢
公
民
館
折
り
紙
の
会

参
加
費

無
料

※
当
日
実
施
時
間
内
で
自
由
参
加

市
指
定
文
化
財
旧
黒
須
銀
行
公
開

「
近
代
化
遺
産
の
日
」
に
合
わ
せ

て
の
公
開
で
す
。
普
段
、
非
公
開
の

建
物
内
部
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

と
き

10
月
20
日
ª

午
前
10
時
〜
午

後
4
時

と
こ
ろ

旧
黒
須
銀
行
（
宮
前
町
）

観
覧
料

無
料

住
民
の
氏
名
や
生
年
月
日
、
住
所
と
い

っ
た
情
報
を
把
握
し
、
間
違
い
の
な
い
よ

う
に
記
録
す
る
の
は
、
市
町
村
役
場
の
最

も
基
本
的
な
仕
事
の
一
つ
で
す
。
中
で
も

戸
籍
事
務
は
、
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
な
ど

人
生
の
節
目
や
家
族
の
関
係
を
正
確
に
記

録
し
、
求
め
に
応
じ
て
そ
の
内
容
を
証
明

す
る
と
い
う
重
要
な
仕
事
で
す
。

こ
の
「
戸
籍
事
務
」
に
つ
い
て
、
昭
和

41
年
7
月
1
日
付
の
『
広
報

む
さ
し
町
』
に
特
集
記
事
が

載
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
記
事

に
よ
る
と
…

当
時
の
戸
籍
係
は
「
ガ
ラ

ス
ペ
ン
」
と
墨
汁
で
丹
念
に

一
字
一
字
手
書
き
で
戸
籍
を

作
成
し
て
い
ま
し
た
。
す
で

に
筆
記
具
の
主
流
は
ボ
ー
ル

ペ
ン
や
万
年
筆
だ
っ
た
そ
う

で
す
が
、
イ
ン
ク
で
は
色
あ

せ
し
た
り
、
消
え
た
り
す
る

心
配
が
あ
る
か
ら
と
、
保
存

性
へ
の
信
頼
度
の
高
い
昔
な

が
ら
の
墨
が
使
わ
れ
て
い
た

と
の
こ
と
（
記
事
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

謄
本
や
抄
本
も
も
ち
ろ
ん
手
書
き
で
す
）。

他
の
市
町
村
の
中
に
は
、
ガ
ラ
ス
ペ
ン
ど

こ
ろ
か
毛
筆
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
ま

だ
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
数
年
後
、
戸

籍
事
務
に
も
和
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
が
導

入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
40
年
、
何
事
に
も

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
幅
を
利
か

せ
て
い
る
昨
今
、
戸
籍
事
務
も

さ
ぞ
か
し
現
代
的
に
な
っ
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
き
や
、

実
は
当
時
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
く

変
わ
っ
て
い
な
い
の
が
入
間
市

の
現
状
で
す
。
さ
す
が
に
手
書

き
は
廃
止
さ
れ
、
自
動
化
・
機

械
化
さ
れ
た
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
相
変
わ
ら
ず
和
紙
の
戸
籍

用
紙
と
和
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

は
現
役
で
す
。

し
か
し
、
来
年
3
月
に
は
い
よ
い
よ
入

間
市
の
戸
籍
事
務
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

化
。
情
報
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
保
存

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
長
ら
く
利
用

さ
れ
て
き
た
和
紙
の
戸
籍
は
現
役
を
退
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
博
物
館
　
梅
津
あ
づ
さ
）
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湿地に映える小さな花

秋
晴
れ
の
狭
山
丘
陵
や
加
治
丘
陵
の
湿
地

で
は
、
淡
い
ピ
ン
ク
色
の
ミ
ゾ
ソ
バ
の
花
が

い
っ
ぱ
い
見
ら
れ
、
す
が
す
が
し
い
気
持
ち

に
し
て
く
れ
ま
す
。
入
間
川
、
霞
川
、
不
老

川
な
ど
の
水
辺
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

ミ
ゾ
ソ
バ
は
、
田
ん
ぼ
の
畦
や
水
辺
な
ど

の
や
や
湿
っ
た
場
所
に
生
え
る
高
さ
40
〜
100

cm
の
1
年
草
で
、
群
生
し
ま
す
。
ミ
ゾ
ソ
バ

（
溝
蕎
麦
）
の
和
名
は
、
溝
に
繁
茂
し
て
、

葉
が
蕎
麦
に
似
て
い
る
か
ら
で
す
。
写
真
の

このコーナーには、身近な市内の生き物（野鳥・野草・昆虫など）が登場します。

82 ミゾソバ（タデ科)ミゾソバ（タデ科)

よ
う
に
、
上
か
ら
見
た
矛
型
の
葉
が
牛
の

顔
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
ウ
シ
ノ
ヒ
タ

イ
」
と
い
う
別
名
も
あ
り
ま
す
。

ミ
ゾ
ソ
バ
の
茎
は
地
上
を
横
に
這
っ
て
、

節
か
ら
根
を
出
し
て
分
枝
し
て
群
落
を
つ
く

り
ま
す
。
茎
に
は
下
向
き
の
ト
ゲ
が
あ
り
ま

す
。
枝
先
に
は
、
10
数
個
の
花
が
コ
ン
ペ
イ

ト
ー
（
金
米
糖
）
の
よ
う
に
群
れ
咲
き
、
と

て
も
愛
ら
し
い
で
す
。
4
〜
7
㎜
の
花
を
ア

ッ
プ
で
見
る
と
、
花
の
中
心
部
は
色
が
薄

く
、
先
端
は
淡
い
紅
色
で
す
。
8
本
の
雄
し

べ
と
3
裂
の
花
柱
が
あ
り
ま
す
。
5
枚
の
花

弁
（
花
び
ら
）
に
見
え
る
部
分
は
、
が
く
と

花
弁
の
区
別
の
な
い
花
被
で
す
。
こ
れ
は
タ

デ
科
植
物
の
特
徴
の
1
つ
で
す
。

ミ
ゾ
ソ
バ
に
良
く
似
た
タ
デ
科
の
植
物
が

あ
り
ま
す
。
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
る
の
に
気

の
毒
な
和
名
が
付
い
て
ま
す
。
葉
の
形
が
三

角
形
で
、
茎
に
び
っ
し
り
と
下
向
き
の
ト
ゲ

が
多
い
の
が
マ
マ
コ
ノ
シ
リ
ヌ
グ
イ
で
す
。

白
雪
姫
や
シ
ン
デ
レ
ラ
が
継
母
に
い
じ
め
れ

れ
て
い
る
よ
う
な
名
で
す
。
ひ
ど
い
ネ
ー
ミ

ン
グ
で
、
い
か
に
も
痛
そ
う
な
ト
ゲ
で
す
。

ト
ゲ
ソ
バ
と
い
う
別
名
も
あ
り
ま
す
。

ア
キ
ノ
ウ
ナ
ギ
ツ
カ
ミ
も
ミ
ゾ
ソ
バ
に
似

て
い
ま
す
。
ぬ
る
ぬ
る
し
た
ウ
ナ
ギ
が
つ
か

め
る
ほ
ど
ト
ゲ
が
多
い
と
言
う
意
味
の
名
前

で
す
が
、
つ
か
む
の
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
で

し
ょ
う
。
葉
は
細
長
い
三
角
形
で
す
。

自然かんさつ会 とき 10月15日∂午前 9時出発、正午解散　集合場所 博物館（アリット） 内容 秋の畑と社寺林
参加費 100円（年会員は除く）問い合わせ 市役所みどりの課、中央公民館@2964･2413

ま
ち
づ
く
り
レ
ポ
ー
ト
・
自
然
は
と
も
だ
ち

15 豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
中
学
校

本
校
は
、
緑
の
木
立
と
悠
々
と
流
れ
る
入
間

川
を
背
に
、
大
変
静
か
な
、
恵
ま
れ
た
環
境
の

中
に
あ
り
ま
す
。
「
自
ら
学
び
考
え
行
動
す

る
、
主
体
的
な
生
徒
（
知
）」「
お
も
い
や
り
の

あ
る
、
礼
儀
正
し
い
生
徒
（
徳
）」「
心
身
と
も

に
健
康
で
、
た
く
ま
し
い
生
徒
（
体
）」
を
学

校
目
標
に
、
`
人
間
性
豊
か
な
生
徒
の
育
成
a

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
と
の
連
携
に
よ
り
感
性
を
育
て
る

国
語
等
の
授
業
で
外
部
講
師
の
方
に
指
導
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
、
修
学
旅
行
前
の
俳
句
教
室
で

す
。
３
年
生
の
全

ク
ラ
ス
で
実
施

し
、
講
師
の
方
か

ら
俳
句
の
楽
し
さ

や
句
作
の
仕
方
を

学
ん
で
い
ま
す
。

優
秀
な
句
は
県
の

俳
句
展
に
応
募
し

て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
全
ク
ラ
ス
を
対
象
と
し
た
書

き
初
め
教
室
で
す
。
生
徒
の
手
を
取
っ
て
一
筆

一
筆
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
り
、
目
に
見
え
て

生
徒
が
上
達
し
て
い
き
ま
す
。

行
事
を
通
し
て
豊
か
な
心
を
育
て
る

体
育
祭
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
十
分
に
力
を

発
揮
し
、
各
ク
ラ
ス
の
競
技
に
取
り
組
む
団
結

力
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
部
活

動
行
進
や
有
志
に
よ
る
ダ
ン
ス
も
盛
り
上
が
る

一
場
面
で
す
。

合
唱
祭
は
、
体
育
祭
翌
日
か
ら
、
朝
や
放
課

後
の
ク
ラ
ス
練
習
が
始
ま
り
、
学
校
全
体
が
盛

り
上
が
り
ま
す
。
合
唱
祭
当
日
は
、
市
民
会
館

の
隅
々
ま
で
美
し
い
歌
声
が
響
き
渡
り
、
聴
衆

は
大
き
な
感
動
に
つ
つ
ま
れ
ま
す
。

よ
り
よ
い
生
き
方
を
探
求
す
る
力
を
育
て
る

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
支
援
に
よ
り
、
全
校

で
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
自
尊
心
を
高
め

る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
、
感

情
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
、
目
標
設
定
ス
キ

ル
な
ど
心・

の・

力・

を
身

に
つ
け
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
2
年
生

で
は
暴
力
等
か
ら
自

分
を
守
る
Ｃ
Ａ
Ｐ
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
教
育
活
動
の
中
に
体
験
活
動
や

参
加
型
学
習
を
多
く
取
り
入
れ
、
私
た
ち
教
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
生
徒
の
生
き
る
力
と
豊
か

な
人
間
性
を
育
ん
で
い
ま
す
。

学校シリーズ⑬

黒須中学校 @2963・7501
創立 昭和55年
開校記念日 5 月 8 日
生徒数　371人（ 9月 1日現在）

花期 8 ～10月



市美術展が、 8 月24日～27日の前期
（絵画、陶芸、彫刻）と、 8 月31日～ 9
月 3 日の後期（写真、手工芸）で開催
され、1,910人の入場者がありました。

前後期合わせて357の作品はいずれも力作で、会場を訪れた
方々は一足早い「芸術の秋」を味わっていたようです。
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茶
の
都
さ
ん
ぽ
コ
ー
ナ
ー
に
あ
な
た
が
写
っ
て
い

ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
そ
の
写
真
を
差
し

上
げ
ま
す
（
サ
ー
ビ
ス
版
１
枚
）。

問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
広
報
広
聴
課

9 月10日、博物館「アリット」市民広場で、いるま
「太鼓」セッション2006が行われました。
出演者の気合の入った演奏は、真夏のような暑い 1 日

をさらに熱くしました。会場は、およそ15,000人でにぎ
わい、響き渡る太鼓の音を全身で感じていました。

一足お先に
芸術の秋

いるま「太鼓」セッションは今年も熱い！

「もしものとき」に備えて
8 月27日、市内全域で第28回入間市防災訓練が

行われました。
訓練は、震度 7 の強い地震が発生し、それに伴

いさまざまな災害が起きているとの想定で実施さ
れ、180団体、21,236人が参加しました。
各会場では、もしものときに備え、参加者の皆

さんが真剣に取り組んでいました。
はしご車による救助訓練（藤沢東小・右写真）
引火した鍋の消火訓練（藤沢南小・左写真）

9 月 9 日、市民環境調査が黒須地区周辺で行
われました。参加した30人は、入間川と霞川の水
質調査を行いました。当日は、雨の後だったた
め、透視度が高く濁りの少ない水でした。調査の
途中で、講師が川と用水路に関する話や、入間川
に伝わる「笹井のタケ坊」というかっぱの昔話し
を聞かせてくれました。

川の水はきれいかな？

どうなるの？　
マイナス200℃を体験
8 月25日、図書館西武分館で液体窒素を使った

「楽しい科学あそび」が行われました。
講師が見せるマイナス200ıの世界に、参加した

小・中学生40人は「手品みたい」と言い、キラキラ
目を輝かせていました。液体窒素の特性を学んだ
後、家から持ってきた物で実験開始。カチカチに硬
くなったゴムボールや果物、ポロポロに砕け散る花
や葉に、驚きの声が盛んに上がっていました。

ê麺もカッチカチ
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（母親　大場富美子さん）

長
い
ま
つ
げ
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
の

友
嘉
ゆ
う
か

（
9
カ
月
）
で
す
。
ど
こ
に
で
も
つ
か

ま
り
立
ち
を
す
る
の
で
、
パ
パ
も
マ
マ
も
ひ

や
ひ
や
。
お
風
呂
中
に
、
寝
て
し
ま
う
こ
と

も
。
得
意
顔
は
ペ
コ
ち
ゃ
ん
ス
マ
イ
ル
！

（母親　高山晴美さん）

こ
ん
に
ち
は
、
七
海
な
な
み

（
1
歳
4
カ
月
）
で

す
。
二
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん
と
元
気
に
走
り
回

っ
て
い
る
お
て
ん
ば
娘
で
す
。
テ
レ
ビ
の
Ｃ

Ｍ
ソ
ン
グ
を
聴
く
と
、
自
然
に
踊
り
だ
す
ほ

ど
は
ま
っ
て
ま
す
。
次
は
ど
ん
な
曲
か
な
♪

（母親　宮岡久美子さん）

こ
ん
に
ち
は
、
優
多
ゆ
う
た

（
7
カ
月
）
で
す
。

僕
、
お
魚
見
る
の
が
大
好
き
な
ん
だ
。
早
く

大
き
く
な
っ
て
、
パ
パ
と
一
緒
に
釣
り
に
行

き
た
い
な
〜
。

入間市消防団
第 3 位入賞！

8 月23日、鴻巣市の埼玉県消防学校で第24回埼玉
県消防操法大会が行われ、入間市消防団第 3 分団
（金子地区）が狭山入間地区の代表として消防ポン
プ車の部に出場しました。
消防操法は、選手 5 人と補助員の計 6 人が参加

し、ホースを伸ばし、実際に水を出して標的を倒す
実践的なもので、安全、確実、迅速な現場活動をす
るためにも、大変重要な訓練です。
この大会には、県下各地区の代表15チームが出

場。入間市消防団は、日ごろの厳しい訓練の成果を
存分に発揮し、堂々、第 3 位入賞を果たしました。

1 0 0 歳
おめでとう
ございます

9 月18日の「敬老の日」にちなんで、市内各所で
はさまざまなお祝いが行われました。今年度は14人
の方がめでたく100歳を迎えられ、木下市長からお
祝い状と記念品が贈られました。

さん(扇町屋在住)は、身体を動かすこと
が大好きで、今でも栗の鬼皮をむけるほどの握力を
お持ちです。握手をした木下市長も「力強いねえ」
と驚いていました。（上写真）
���江さん（中神在住）に長寿の秘訣を伺う

と、「昨日の事はくよくよ考えない。いつも前向き
に生きること」と話していました。（下写真中央）

伊倉四郎 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
扇

揚
苑
（
中
神
）
で
行
わ
れ

た
敬
老
会
の
様
子
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きまりを守り、
平和な住みよいまちをつくりましょう。
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今
年
100
歳
の
方
が
誕
生
し
た
一
九

〇
六
年
（
明
治
39
年
）
は
、
夏
目
漱

石
が
『
坊
ち
ゃ
ん
』
を
発
表
し
た
年

で
す
。
ま
た
第
12
代
総
理
と
し
て
、

西
園
寺
公
望
氏
が
第
1
次
内
閣
を
発

足
し
て
い
ま
す
。

第
90
代
総
理
誕
生
の
今
年
。
9
月

15
日
の
調
査
で
、
100
歳
以
上
の
お
年

寄
り
は
全
国
で
2
万
８
３
９
５
人
で

過
去
最
高
で
す
。
100
歳
以
上
の
お
年

寄
り
が
人
口
10
万
人
あ
た
り
に
最
も

多
い
「
ご
長
寿
」
の
県
は
沖
縄
県
で

54
・
37
人
。
逆
に
、
最
も
少
な
い
の

は
埼
玉
県
で
10
・
80
人
。

狭
山
茶
の
本
場
・
入
間
市
で
は
、

100
歳
以
上
の
市
民
は
24
人
で
す
。
お

茶
の
効
能
で
し
ょ
う
か
。
ち
な
み
に

108
歳
の
お
祝
い
を
茶
寿
と
い
う
そ
う

で
す
。150,045

74,920
75,125
57,186

＋107
＋41
＋66
＋77

気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
イ

ベ
ン
ト
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
」
が
11
月
26
日
∂

、
市

民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
の

中
で
年
々
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
る
の
が
『
ロ
ー
プ
ジ

ャ
ン
ピ
ン
グ
（
大
な
わ
と
び
）
大
会
』
で
す
。

今
月
の
く
ろ
ー
ず
あ
っ
ぷ
は
、
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ

大
会
の
参
加
チ
ー
ム
募
集
と
今
大
会
へ
の
挑
戦
を
決
め
た

チ
ー
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

※
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
広
報
い
る
ま
11

月
1
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

とき 11月26日∂午前 8時～ 8時50分受け付け（時間
厳守）、 9時開会式
ところ 市民体育館
参加資格 市内在住、在勤または在学の方
競技種目 ロープ・ジャンプＸ（大なわとび）
競技部門
小学生の部：跳び役、縄の回し役ともにすべて小学生
中学生の部：跳び役、縄の回し役ともにすべて中学生
一般の部：跳び役、縄の回し役が小学生以上
※同部門での登録は一人 1チームとします。
チーム編成 5 人（回し役含む）以上で、最大は何人
でもチャレンジできます。
※「チームポイント＝跳んだ回数×跳んだ人数」とな
り、そのポイントで競います。
参加費 無料
主催 市生涯スポーツフェア運営委員会、県レクリエ
ーション協会、市体育協会、市教育委員会
主管 市体育指導委員協議会
申し込み 11月10日ª〈必着〉までに所定の申込用紙
（体育課、市民体育館、各公民館に用意）に記入の
上、各所

第４回ロープジャンピング大会参加チーム募集

くろーずあっぷくろーずあっぷ�くろーずあっぷ�

今大会、藤沢北小学校 5 年 2 組の17人
も挑戦します（写真：同校体育館）。
初練習に臨んだ児童は、「楽しそうだし、
みんなで気持ちを合わせて入間市の小学生記
録を塗り替えたい」と意気込んでいます。
担任の山崎先生は、「男女が力を合わせて

できる競技であるし、目標を持ってやること
できずなを深められます」とこれをきっかけ
に、さらにクラスのまとまりに期待し、指導
にも熱が入っていました。
※入間市小学生記録1442ポイント＝103回
（跳んだ回数）×14人（跳んだ人数）

ボクも　ワタシも　挑戦するゾ�

問
い
合
わ
せ

市
教
育
委
員
会
体
育
課

※

手軽さも　日本記録だって夢じゃない
10ｍの縄と広い場所、そして人が集まれば手軽に
できるロープジャンピング。ただ、記録を狙うとな
ると跳ぶ人数を多くすることも必要です。しかし、
ミスも当然でやすくなります。
体力はもちろん跳び方や回し方の工夫をしなが

ら、そしてみんなの意気を合わせることで力以上の

ジャンプをみせてくれるでしょう。
平成16年の第２回大会では、東金子中学校の「 2
年 3 組出陣繁実組Ａ」が4956ポイントで日本記録を
樹立しています。このこともあって、参加チームも
年々増加しています。
※日本記録4956ポイント（ 9 月15日現在）＝354回
（跳んだ回数）×14人（跳んだ人数）。

※

ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
に

ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
に�

挑
戦
し
よ
う
！

挑
戦
し
よ
う
！�
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
に�

挑
戦
し
よ
う
！�


